
 

 

 

 

 

「STUDY GUIDE 2017」 

変更部分について 
 
 

 

 

 

 

 

 

※「STUDY GUIDE」は入学年次のみの配布のため、記載内容に修正があった部分のみ、 

この冊子にまとめて掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
【本冊子について】 

 
 

◎本冊子では、2017年度入学の学生に対して、すでに配布されている『STUDY 

GUIDE2017』に記載されている事項について、修正があった部分をまとめたもので 

す。 

 
 

◎本冊子は『STUDY GUIDE』同様に重要なものですので、必ず内容を確認し、必要な部 

分については『STUDY GUIDE』とともに保存しておいてください。 

 

 

 

【注意事項】 

 

 

 

※この冊子は主に「授業」「資格取得」に関する変更を掲載しています。 

なお、「資格・検定」の変更部分については、この冊子には掲載されていませんので、最

新版の『STUDY GUIDE』を大学ＨＰより参照してください。 

また、その他の項目についても同様に最新版の『STUDY GUIDE』を参照してくださ 

い。 
 

※『STUDY GUIDE』に記載されている内容、およびこの冊子に記載されている変更点 

は、履修登録や資格取得、卒業に関わる大変重要なものですので、漏れなく確認してく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

2023 年度より変更があった部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

規程等 

「国際教養学部規程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（2017年度～2020年度入学生適用）

別表Ⅰ（第９条関係）
（１）国際教養学科　開講科目表

必修
選択
必修

選
択

1 2 3 4

Research Project1 2 ○ ○

プロジェクト1 2 ○ ○
「Research Project1」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。

Research Project2 2 ○ ○

プロジェクト2 2 ○ ○
「Research Project2」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。

Research Project3 2 ○

プロジェクト3 2 ○
「Research Project3」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。
Research Project4 2 ○

プロジェクト4 2 ○
「Research Project4」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。
Reading1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Reading2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Writing1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Writing2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

English1(Reading & Writing) 4 ○ ○ ○ ○

English2(Reading & Writing) 4 ○ ○ ○ ○

Communication(EAP) 4 ○ ○ ○ 職・科

English3(Communication) 4 ○ ○ ○
「Communication(EAP)」を修得済みの場合、履修

することはできない。（再履修者クラス）

Speech and Presentation(EAP) 2 ○ ○ ○

English4(Speech and Presentation) 4 ○ ○ ○ ○
English4の再履修クラス担当者が授業を担当し、

内容もEnglish4の半期分と同様とする。

グローバル・イシュー1:ことばと人 2 ○ ○ ○

グローバル・イシュー2:社会と文化 2 ○ ○ ○

グローバル・イシュー3:異文化と共生 2 ○ ○ ○

グローバル・イシュー4:政治と経済 2 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○
大学が認めた留学生

専用科目
Discussion and Debate 2 ○ ○ ○

Critical Thinking Workshop 2 ○ ○ ○

Advanced English2（クリティカルシンキング演習） 2 ○ ○ ○
「Critical Thinking Workshop」を修得済みの場

合、履修できない。
Problem Solving Workshop 2 ○ ○ ○

自律学習法演習1 2 ○ ○ ○ ○

自律学習法演習2 2 ○ ○ ○

Negotiation English 2 ○ ○ ○
学部が認めた留学生

専用科目
Advanced English1（プレゼンテーション演習） 2 ○ ○ ○

Advanced English3（資格英語演習） 2 ○ ○ ○

Advanced English4（アカデミックライティング演習） 2 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○
大学が認めた留学生

専用科目
英語学概論1 2 ○ ○ ○ 科

英語学概論2 2 ○ ○ ○ 科

英語音声学1 2 ○ ○ ○ 科

英語学概説1 2 ○ ○ ○ 科 「英語音声学1」を修得済みの場合、履修できない。

英語音声学2 2 ○ ○ ○ 科

英語学概説2 2 ○ ○ ○ 科 「英語音声学2」を修得済みの場合、履修できない。

言語情報処理概論1 2 ○ ○ ○ 科

言語情報処理概論2 2 ○ ○ ○ 科

英語学講義1 2 ○ ○ ○ 科

英語学講義2 2 ○ ○ ○ 科

英文学概論1 2 ○ ○ ○ 科

英文学概論 2 ○ ○ ○ 科
「英文学概論1」又は「英文学概論2」を修得済みの場

合、履修できない。
英文学概論2 2 ○ ○ ○ 科

米文学概論1 2 ○ ○ ○ 科

米文学概論 2 ○ ○ ○ 科
「米文学概論1」又は「米文学概論2」を修得済みの場

合、履修できない。

米文学概論2 2 ○ ○ ○ 科

イギリス文化講義 2 ○ ○ ○ 科

アメリカ文化講義 2 ○ ○ ○ 科

イギリス史 2 ○ ○ ○ 科

アメリカ史 2 ○ ○ ○ 科

イギリス歴史・文化講義 2 ○ ○ ○ 科
「イギリス史」又は「イギリス文化講義」を修得済みの場

合、履修できない。

アメリカ歴史・文化講義 2 ○ ○ ○ 科
「アメリカ史」又は「アメリカ文化講義」を修得済みの場

合、履修できない。
情報科学各論1 2 ○ ○ ○

情報科学各論2 2 ○ ○ ○

ICTと英語研究 2 ○ ○ ○

ICTとイノベーション 2 ○ ○ ○

ICTと英語教育 2 ○ ○ ○

4単位以上

14単位以上

新　

履修区分 分野 授業科目
単位数 配当年次

教職※ 要件

演
習

専
修
英
語

選
択
必
修
C

共
通

選
択
必
修
A

グ
ロ
ー

バ
ル
イ

シ
ュ
ー

4単位以上

選
択
必
修
B

実
践
英
語

8単位

14単位

Reading1・2及びWriting１・2の授業については、
Engalish1・2の再履修クラス担当者が担当し、授業

内容もEnglish1・2と同様とする。
必
修
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留学事前演習 2 ○ ○ ○ ○
留学事前演習は1年
次に全員履修とする

留学特別演習1 2 ○ ○ ○

留学特別演習2 2 ○ ○

国際関係演習1 6 ○ ○ ○

国際関係演習2 6 ○ ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際研究演習1 4 〇 〇 〇

国際研究演習2 4 〇 〇 〇

異文化交流１ 6 〇 〇 〇

異文化交流２ 6 〇 〇 〇

グローバルリベラルアーツ１ 2 〇 〇 〇

グローバルリベラルアーツ２ 2 〇 〇 〇

グローバルリベラルアーツ３ 2 〇 〇 〇

グローバルリーダーESP1

（Media English）

グローバルリーダーESP2

（News English）

多文化マネジメント論 2 ○ ○ ○

グローカル論 2 ○ ○ ○

グローバルリーダーESP3

（Business communication）

グローバルリーダーESP4

（Communication English）

国際リーダーシップ論 2 ○ ○ ○

国際ビジネス論 2 ○ ○ ○

市民活動と国際貢献 2 ○ ○ ○

国際企業論 2 ○ ○ ○
国際・地域文化関係論（基礎） 2 ○ ○ ○
国際・地域文化関係論（展開） 2 ○ ○ ○

国際・地域文化関係論（特殊講義） 2 ○ ○ ○

選択必修リーダーC 他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

グローバルキャリアESP1

（Travel English）

グローバルキャリアESP2

（Hospitality English）

グローバルキャリアESP3

（Business English）

グローバルキャリアESP4

（World Englishes）

貿易から見る世界 2 ○ ○ ○

環境と経済 2 ○ ○ ○

インバウンド観光学 2 ○ ○ ○

世界の中の日本 2 ○ ○ ○

国際・地域交流論（基礎） 2 ○ ○ ○

国際・地域交流論（展開） 2 ○ ○ ○

国際・地域交流論（特殊講義） 2 ○ ○ ○

選択必修キャリアC 他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

グローバルコミュニケーションESP1

（Academic reading）

グローバルコミュニケーションESP2

（Academic writing）

グローバルコミュニケーションESP3

(Academic listening)

グローバルコミュニケーションESP4

（Academic speaking）

英語と世界の言語 2 ○ ○ ○

日本文学を英語で読む 2 ○ ○ ○

宗教文化とグローバル化 2 ○ ○ ○

世界関係論 2 ○ ○ ○

国際・地域言語表現論（基礎） 2 ○ ○ ○

国際・地域言語表現論（展開） 2 ○ ○ ○

国際・地域言語表現論（特殊講義） 2 ○ ○ ○

選択必修コミュニケーションC 他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

Summer Intensive Session 4 ○ ○ ○ ○

Spring Session 4 ○ ○ ○ ○

日本語学概説1 2 ○ ○ ○ ○

日本語学概説2 2 ○ ○ ○ ○

日本語のための古典1 2 ○ ○ ○ ○

日本語のための古典2 2 ○ ○ ○ ○

国語学1（音声言語） 2 ○ ○ ○

日本語学1（音声・音韻） 2 ○ ○
「国語学1（音声言語）」を修得済みの場合、履修す
ることはできない。

学部が認めた留学学
生のみ履修可

大学が認めた留学生
専用科目

4単位以上

学部が認めた留学学
生のみ履修可

1年次に全員履修とす
る

選択必修コミュニケーションB 6単位以上

○ ○

○○

2 ○ ○

○

○ ○

○

グ
ロ
ー

バ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
コ
ー

ス

選択必修コミュニケーションA

2

○

2

4単位以上

○

○

2 ○

6単位以上

4単位以上

2 ○ ○

2

○ ○ ○

選択必修キャリアB

2 ○ ○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

2

2

グ
ロ
ー

バ
ル
キ
ャ

リ
ア
コ
ー

ス

選択必修キャリアA

2

2

2

コ
ー

ス
別
選
択
必
修

選択必修リーダーB 6単位以上

グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス

選択必修リーダーA



国語学2（文章表現） 2 ○ ○ ○

日本語学2（文法） 2 ○ ○
「国語学2（文章表現）」を修得済みの場合、履修す
ることはできない。

応用日本語1 2 ○ ○ ○

応用日本語2 2 ○ ○ ○

日本文学史1 2 ○ ○ ○

日本文学史1（古典） 2 ○ ○
「日本文学史1」を修得済みの場合、履修することはで
きない。

日本文学史2 2 ○ ○ ○

日本文学史2（近現代） 2 ○ ○
「日本文学史2」を修得済みの場合、履修することはで
きない。

日本文学概説1 2 ○ ○ ○

日本文学概論1 2 ○ ○
「日本文学概説1」を修得済みの場合、履修することは
できない。

日本文学概説2 2 ○ ○ ○

日本文学概論2 2 ○ ○
「日本文学概説2」を修得済みの場合、履修することは
できない。

日本史概説1 2 ○ ○ ○

日本史概説2 2 ○ ○ ○

国語学史 2 〇 ○ ○

日本語史 2 ○ ○
「国語学史」を修得済みの場合、履修することはできな
い。

アニメ文化論 2 ○ ○ ○

日本文学3（超域） 2 ○ ○
「アニメ文化論」を修得済みの場合、履修することはでき
ない。

漫画文化論 2 ○ ○ ○

世界のポップカルチャー 2 ○ ○ ○

ポップカルチャー論 2 ○ ○
「世界のポップカルチャー」を修得済みの場合、履修する
ことはできない。

ゲームシナリオ論 2 ○ ○ ○

中国から見た日本 2 ○ ○ ○

韓国から見た日本 2 ○ ○ ○

旅と温泉 2 ○ ○ ○

海外の日本文学研究 2 ○ ○ ○

世界のユーモアと日本の笑い 2 ○ ○ ○

笑いとコミュニケーション 2 ○ ○ ○

落語の世界 2 ○ ○ ○

漫才の世界 2 ○ ○ ○

狂言の世界 2 ○ ○ ○

人形浄瑠璃文楽の世界 2 ○ ○ ○

大阪の文学 2 ○ ○ ○

大阪文化史演習 2 ○ ○ ○

笑いをマネジメントする 2 ○ ○ ○

アジアの中の日本1 2 ○ ○ ○

アジアの中の日本2 2 ○ ○ ○

漢文学1 2 ○ ○ ○

日本文学4（漢文１） 2 ○ ○
「漢文学1」を修得済みの場合、履修することはできな
い。

漢文学2 2 ○ ○ ○

日本文学5（漢文２） 2 ○ ○
「漢文学2」を修得済みの場合、履修することはできな
い。

イスラーム世界と日本 2 ○ ○ ○

日本の宗教と思想 2 ○ ○ ○

越境する日本文学 2 ○ ○ ○

日本文学１（古典） 2 ○ ○

日本文学2（近現代） 2 ○ ○

同時代文学を読む 2 ○ ○ ○

幕末史 2 ○ ○ ○

日本の芸能と文学 2 ○ ○ ○

日本の伝統文化を発信する 2 ○ ○ ○

書道1 2 ○ ○ ○

書道2 2 ○ ○ ○

国語科教育論1 2 ○ ○ ○

国語科教育論2 2 ○ ○ ○

国語科教育研究1 2 ○ ○

国
際
日
本
学
科
選
択
科
目



国語科教育研究2 2 ○ ○

第二言語習得 2 ○ ○

言語と心理 2 ○ ○

日本語教育演習1 2 ○ ○ ○

日本語教育演習2 2 ○ ○

日本語教育実習1 1 ○ ○

日本語教育実習2 1 ○ ○

図書館・デジタルアーカイブ活用法 2 ○ ○ ○ ○

人文学情報検索法 2 ○ ○

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

日本語教師養成プロ
グラム専用科目



(2)　国際日本学科　開講科目表（2017年度入学生用）

必修
選択
必修

選択 1 2 3 4

1 アジア論1 2 ○ ○ ○ 16単位

2 アジアの中の日本１ 2 ○ ○

3 アジア論2 2 ○ ○ ○

4 アジアの中の日本２ 2 ○ ○

5 基礎演習1 2 ○ ○ ○

6 Seminar 1 2 ○ ○

文献講読 2 ○

7 基礎演習2 2 ○ ○ ○

8 Seminar 2 2 ○ ○

専門演習１ 2 ○

9 応用演習1 2 ○ ○

10 Seminar 3 2 ○

11 応用演習2 2 ○ ○

12 Seminar 4 2 ○

13 卒業演習1 2 ○

Seminar 5 2 ○

14 卒業演習2 2 ○

Seminar 6 2 ○

15 専修中国語初級講読1 2 ○ ○ ○ ○

16 専修中国語初級講読2 2 ○ ○ ○ ○

17 専修中国語初級講読3 2 ○ ○ ○ ○

18 専修中国語初級講読4 2 ○ ○ ○ ○

19 専修中国語初級会話1 2 ○ ○ ○ ○

20 専修中国語初級会話2 2 ○ ○ ○ ○

21 専修中国語中級講読1 2 ○ ○ ○ 科

22 専修中国語中級講読2 2 ○ ○ ○ 科

23 専修中国語中級作文1 2 ○ ○ ○ 科

24 専修中国語中級作文2 2 ○ ○ ○ 科

25 専修中国語中級会話1 2 ○ ○ ○ 科

26 専修中国語中級会話2 2 ○ ○ ○ 科

27 専修総合中国語1 2 ○ ○ 科

28 専修総合中国語2 2 ○ ○ 科

29 専修中国語上級会話1 2 ○ ○ 科

30 専修中国語上級会話2 2 ○ ○ 科

31 中国語現地演習 4 ○ ○ ○

32 中国語文化演習 4 ○ ○ ○

33 専修中国語初級１ 2 ○

34 専修中国語初級２ 2 ○

35 専修中国語初級３ 2 ○

36 世界の言語と文化１（中国語） 2 ○

38 Reading 1 (EAP) 2 ○ ○ ○ ○

39 Reading 2 (EAP) 2 ○ ○ ○ ○

40 Writing 1  (EAP) 2 ○ ○ ○ ○

41 Writing 2  (EAP) 2 ○ ○ ○ ○

42 英語発音クリニック 2 ○ ○ ○ ○

43 Speech and Presentation(EAP) 2 ○

44 英語リーディング3 2 ○ ○ ○

45
グローバルコミュニケーションESP1(Academic
reading)

2 ○

46 英語リーディング4 2 ○ ○ ○

47
グローバルコミュニケーションESP4(Academic
speaking)

2 ○

48 英語ライティング3 2 ○ ○ ○

追手門学院大学　国際教養学部規程　一部改正
（2017年度入学生適用）

新

履修区分 授業科目
単位 配当年次

履修にかんする注意事項 教職※ 要件

「応用演習１」を修得した場合、「Seminar３」を履修することはでき
ない。

選
択
必
修
A

専修中国
語群

専修英語

「応用演習２」を修得した場合、「Seminar４」を履修することはでき
ない。

演習

「基礎演習1」又は「Seminar１」を修得した場合、「文献講読」を履
修することはできない。

「基礎演習２」又は「Seminar２」を修得した場合、「専門演習１」を
履修することはできない

「アジア論２」を修得した場合、「アジアの中の日本２」を履修する
ことはできない。

講義

「アジア論１」を修得した場合、「アジアの中の日本１」を履修する
ことはできない。

中国語現地演習と中
国語文化演習は必ず
セットで履修すること。

専修中国語群の要件を満たしていない者は、当該要件を満たす
ように、開講されている科目に加えて「専修中国語初級１」「専修
中国語初級２」「専修中国語初級３」「世界の言語と文化１（中国
語）」「中国から見た日本」から履修すること。

「卒業演習1」を修得した場合、「Seminar5」を履修する
ことはできない。

「卒業演習2」を修得した場合、「Seminar6」を履修する
ことはできない。

専修中国語群もしくは
専修英語群のいずれ
かを選択し、16単位以
上修得すること。ただ
し、外国人留学生及び
帰国生徒のうち指定さ
れた者については学
科の指定する専修外
国語群から16単位以
上修得しなければなら
ない。
専修中国語初級講読1
と専修中国語初級講
読3、または専修中国
語初級講読2と専修中
国語初級講読4は、そ
れぞれ必ずセットとし
て、なおかつ同じクラス
で履修すること。

「英語発音クリニック」を修得した場合、
「Speech and Presentation(EAP)」を履修することはできない。

「英語リーディング３」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP１（Academic reading)」を履修することはできない。

「英語ライティング３」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP3（Academic listening)」を履修することはできない。

「英語リーディング４」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP４（Academic speaking)」を履修することはできない。

必修



(2)　国際日本学科　開講科目表（2017年度入学生用）

必修
選択
必修

選択 1 2 3 4

新

履修区分 授業科目
単位 配当年次

履修にかんする注意事項 教職※ 要件

49
グローバルコミュニケーションESP3(Academic
listening)

2 ○

50 英語ライティング4 2 ○ ○ ○

51
グローバルコミュニケーションESP2(Academic
writing)

2 ○

52 英語コミュニケーション1 2 ○ ○ ○

53 Critical Thinking Workshop 2 ○

54 英語コミュニケーション２ 2 ○ ○ ○

55 自律学習法演習１ 2 ○

56 Communication（EAP） 4 ○

57 英語プレゼンテーション1 2 ○ ○

58 Discussion and Debate 2 ○

59 英語プレゼンテーション2 2 ○ ○

60 Problem Solving Workshop 2 ○

61 論文 卒業論文 6 ○

62 フィールドワーク論 2 ○ ○ ○ ○

63 東洋史概説1 2 ○ ○ ○ 科

64 東洋史概説2 2 ○ ○ ○ 科

65 西洋史概説1 2 ○ ○ ○ 科

66 西洋史概説2 2 ○ ○ ○ 科

67 日本史概説1 2 ○ ○ ○ 科

68 日本史概説2 2 ○ ○ ○ 科

日本古代史 2 ○

日本中世史 2 ○

日本近世史 2 ○

日本近現代史 2 ○

日本文化遺産論 2 ○

69 考古学概説1 2 ○ ○ ○

70 考古学概説2 2 ○ ○ ○

71 人文地理学概説1 2 ○ ○ ○ 科

72 人文地理学概説2 2 ○ ○ ○ 科

73 自然地理学概説1 2 ○ ○ ○ 科

74 自然地理学概説2 2 ○ ○ ○ 科

75 地誌学1 2 ○ ○ ○ 科

76 地誌学2 2 ○ ○ ○ 科

77 アジア研究入門1 2 ○ ○ ○ 科

78 アジア研究入門2 2 ○ ○ ○ 科

79 東南アジアの社会1 2 ○ ○ ○

80 東南アジアの社会2 2 ○ ○ ○

81 南・西南アジアの社会1 2 ○ ○ ○ 科

82 南・西南アジアの社会2 2 ○ ○ ○

83 インドの思想と宗教1 2 ○ ○ ○ 科

84 インドの思想と宗教2 2 ○ ○ ○ 科

日本の宗教と思想 2 ○ ○ ○

85 近現代の中国 2 ○ ○ ○

86 現代中国の文芸1 2 ○ ○ ○ 科

87 現代中国の文芸2 2 ○ ○ ○ 科

88 漢文学 2 ○ ○ ○ 科

89 漢文学１ 2 ○ ○ 科

日本文学４（漢文１） 2 ○ 科

90 漢文学２ 2 ○ ○ 科

日本文学５（漢文２） 2 ○ 科

91 日本文学史1 2 ○ ○ ○ 科

日本文学史1（古典） 2 ○ 科

92 日本文学史2 2 ○ ○ ○ 科

日本文学史2（近現代） 2 ○ 科

専修英語
群

「西洋史概説２」を修得した場合は、「西洋史概説２（新）」を履修
することはできない。

「英語プレゼンテーション２」を修得した場合、「Problem Solving
Workshop」を履修することはできない。

「英語コミュニケーション１」を修得した場合、「Critical Thinking
Workshop」を履修することはできない。

「英語コミュニケーション２」を修得した場合、「自律学習法演習
１」を履修することはできない。

ションESP3（Academic listening)」を履修することはできない。

「英語ライティング４」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP2（Academic writing)」を履修することはできない。

「英語プレゼンテーション１」を修得した場合、「Discussion and
Debate」を履修することはできない。

「日本の宗教と思想」を修得した場合は、「日本宗教・思
想史」を履修することはできない。

「東洋史概説２」を修得した場合は、「東洋史概説２（新）」を履修
することはできない。
「西洋史概説１」を修得した場合は、「西洋史概説１（新）」を履修
することはできない。

24単位以上

「東洋史概説１」を修得した場合は、「東洋史概説１（新）」を履修
することはできない。

　「漢文学」または「漢文学１」を修得した場合は、「日
本文学４（漢文１）」を履修することはできない。「漢文
学」または「漢文学２」を修得した場合は、「日本文学５
（漢文２）」を履修することはできない。

「日本文学史２」を修得した場合は、「日本文学史2（近現代）」を
履修することはできない。

選
択
必
修
B

講
義

「日本文学史１」を修得した場合は、「日本文学史1（古典）」を履
修することはできない。



(2)　国際日本学科　開講科目表（2017年度入学生用）

必修
選択
必修

選択 1 2 3 4

新

履修区分 授業科目
単位 配当年次

履修にかんする注意事項 教職※ 要件

93 日本文学概説1 2 ○ ○ ○ 科

日本文学概論１ 2 ○ 科

94 日本文学概説2 2 ○ ○ ○ 科

日本文学概論２ 2 ○ 科

95 中国の思想1 2 ○ ○ 科

96 中国の思想2 2 ○ ○ 科

97 西南アジアの歴史1 2 ○ ○ 科

98 西南アジアの歴史2 2 ○ ○ 科

99 中国の文学1 2 ○ ○ 科

100 中国の文学2 2 ○ ○ 科

101 日本の芸能と文学1 2 ○ ○ 科

102 日本の芸能と文学 2 ○ ○

103 日本の芸能と文学２ 2 ○ ○ 科

日本文学１（古典） 2 ○

日本文学２（近現代） 2 ○

大阪の文学 2 ○ ○ ○

大阪文化史演習 2 ○ ○

海外の日本文学研究 2 ○ ○

越境する日本文学 2 ○ ○ ○

同時代文学を読む 2 ○ ○ ○

幕末史 2 ○ ○ ○

104 比較社会史1 2 ○ ○ 科

105 比較社会史2 2 ○ ○ 科

106 現代アジアの諸問題1 2 ○ ○

107 現代アジアの諸問題2 2 ○ ○

108 アジア・オーストラリア関係論1 2 ○ ○ ○

109 アジア・オーストラリア関係論2 2 ○ ○ ○

110 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

111 国際事情 4 ○ ○ ○

「日本の芸能と文学１」を修得した場合は、「日本の芸能と文学」
を履修することはできない。

大学が認めた留学生
専用科目

「日本文学概説１」を修得した場合は、「日本文学概論１」を履修
することはできない。

「日本文学概説２」を修得した場合は、「日本文学概論２」を履修
することはできない。

学
科
科
目



(2)　国際日本学科　開講科目表（2017年度入学生用）

必修
選択
必修

選択 1 2 3 4

新

履修区分 授業科目
単位 配当年次

履修にかんする注意事項 教職※ 要件

112 アジアフィールドワーク1 4 ○ ○ ○ 科

113 アジア社会演習1 4 ○ ○ ○

114 アジアフィールドワーク2 4 ○ ○ ○

115 アジア社会演習2 4 ○ ○ ○

116 アジアフィールドワーク3 4 ○ ○ ○

117 アジア社会演習3 4 ○ ○ ○

118 アジアフィールドワーク4 4 ○ ○ ○

119 アジア社会演習4 4 ○ ○ ○

120 国際特別演習 4 ○ ○ ○

121 国際表現演習 4 ○ ○ ○

122 日本語のための古典1 2 ○ ○ ○ ○ 科

123 日本語のための古典2 2 ○ ○ ○ ○ 科

124 日本語学1 2 ○ ○ ○ ○ 科

125 日本語学概説１ 2 ○ ○ 科

日本語学概論１ 2 ○ 科

126 日本語学2 2 ○ ○ ○ ○ 科

127 日本語学概説２ 2 ○ ○ 科

日本語学概論２ 2 ○ 科

128 南・西南アジア諸語の世界1 2 ○ ○ ○

129 南・西南アジア諸語の世界2 2 ○ ○ ○

130 東南アジア諸語の世界1 2 ○ ○ ○

131 東南アジア諸語の世界2 2 ○ ○ ○

132 世界の言語と文化４（アジア諸語） 2 ○ ○

133 韓国語・朝鮮語の世界 2 ○ ○ ○

134 世界の言語と文化２（韓国語） 2 ○ ○

135 国語学1 2 ○ ○ ○ 科

136 国語学１（音声言語） 2 ○ ○

日本語学１（音声・音韻） 2 ○

137 国語学2 2 ○ ○ ○ 科

138 国語学２（文章表現） 2 ○ ○

日本語学２（文法） 2 ○

139 応用日本語1 2 ○ ○ ○ 科

140 応用日本語2 2 ○ ○ ○ 科

141 国語学史 2 ○ ○ 科

日本語史 2 ○

142 日本語教授法 2 ○ ○

143 日本語教育演習1 2 ○ ○

144 日本語教育演習2 2 ○ ○

145 日本出版文化論 2 ○ ○

146 電子出版入門 2 ○ ○

147 デジタル・ヒューマニティーズ 2 ○ ○

148 図書館・デジタルアーカイブ活用法 2 ○ ○

149 アジア英語1 2 ○ ○

150 アジア英語2 2 ○ ○

151 アニメ文化論 2 ○ ○ ○

日本文学3（超域） 2 ○

152 漫画文化論 2 ○ ○ ○

153 韓国から見た日本 2 ○ ○ ○

154 中国から見た日本 2 ○ ○ ○

155 イスラム社会と日本 2 ○ ○ ○

156 イスラーム世界と日本 2 ○ ○

157 日本の伝統文化を発信する 2 ○ ○

158 日本語教育実習1 1 ○

159 日本語教育実習2 1 ○

6単位以上
アジアフィールドワーク
とアジア社会演習は、
必ず同一地域のもの
（科目名番号の同じも
の）をセットで履修する
こと。

大学が認めた留学生
専用科目

「日本語のための古典１」を修得した場合、「古典基礎１」を履修
することはできない。

「日本語学２」または「日本語学概説２」を修得した場合は、「日本
語学概論２」を履修することはできない。

「日本語学１」または「日本語学概説１」を修得した場合は、「日本
語学概論１」を履修することはできない。

「日本語のための古典２」を修得した場合、「古典基礎２」を履修
することはできない。

「国語学２」または「国語学２（文章表現）」を修得した場合は、「日
本語学２（文法）」を履修することはできない。

「国語学史」を修得した場合は、「日本語史」を履修することはで
きない。

「国語学１」または「国語学１（音声言語）」を修得した場合は、「日
本語学１（音声・音韻）」を履修することはできない。

「東南アジアの諸語の世界２」を修得した場合、「世界の諸言語と
文化４（アジア諸語）」を履修することはできない。

選
択
必
修
C

講
義

実
習

2023年春学期は同一曜日時限同教室で、２つの科目を実施（場
合によっては、2024年度も）

「漫画文化論」を修得済みの場合、履修することはできない。

「イスラム社会と日本」を修得した場合、「イスラーム世界と日本」
を履修することはできない。

　　　2022年秋学期は同一曜日時限同教室で、２つの科目を実
施（場合によっては、2023年度も）

「電子出版入門」を修得済みの場合、「電子出版」履修することは
できない。

「アニメ文化論」を修得済みの場合は、「日本文学３（超域）」を履
修することはできない。



(2)　国際日本学科　開講科目表（2017年度入学生用）

必修
選択
必修

選択 1 2 3 4

新

履修区分 授業科目
単位 配当年次

履修にかんする注意事項 教職※ 要件

160 イギリス文化講義 2 ○ ○ ○
「イギリス文化講義」又は「イギリス史」を修得済みの場合は、「イ
ギリス歴史・文化講義」を履修することはできない。「アメリカ文化

161 アメリカ文化講義 2 ○ ○ ○

162 イギリス史 2 ○ ○ ○

163 アメリカ史 2 ○ ○ ○

164 英文学概論1 2 ○ ○ ○

英文学概論 2 ○

165 英文学概論2 2 ○ ○ ○

166 米文学概論1 2 ○ ○ ○

米文学概論 2 ○

167 米文学概論2 2 ○ ○ ○

168 英語学概論1 2 ○ ○ ○

169 英語学概論2 2 ○ ○ ○

170 英語学講義1 2 ○ ○ ○

171 英語学講義2 2 ○ ○ ○

172 英語音声学1 2 ○ ○ ○

英語学概説１ 2 ○

173 英語音声学2 2 ○ ○ ○

英語学概説２ 2 ○

174 情報科学各論1 2 ○ ○ ○

175 情報科学各論2 2 ○ ○ ○

176 言語情報処理概論1 2 ○ ○ ○

177 言語情報処理概論2 2 ○ ○ ○

178 ICTと英語研究 2 ○ ○ ○
「ICTと英語研究」、「ICTと英語教育」のいずれかを修
得した場合は、「ICTとイノベーション」を履修することは

179 ICTと英語教育 2 ○ ○ ○

180 美学美術史1 2 ○ ○ ○

181 美学美術史2 2 ○ ○ ○

美学概論 2 ○

日本美術史概論 2 ○

182 文化人類学 2 ○ ○

183 アジア経済論 2 ○ ○ ○

184 オーストラリア経済論1 2 ○ ○ ○

185 オーストラリア経済論2 2 ○ ○ ○

186 オーストラリア産業論1 2 ○ ○ ○

187 オーストラリア産業論2 2 ○ ○ ○

188 韓国の文化と社会1 2 ○ ○ ○

189 韓国の文化と社会2 2 ○ ○ ○

190 現代韓国事情 2 ○ ○ ○

191 社会学概論1 2 ○ ○ ○ 科

192 社会学概論2 2 ○ ○ ○ 科

193 哲学概論1 2 ○ ○ ○ 科

194 哲学概論2 2 ○ ○ ○ 科

195 日本経済史 2 ○ ○ ○

196 外国経済史 2 ○ ○ ○

197 経済地理1 2 ○ ○

198 経済地理2 2 ○ ○

199 中国語科教育研究1 2 ○ ○ 職

200 中国語科教育研究2 2 ○ ○ 職

201 国語科教育研究1 2 ○ ○ 職

202 国語科教育研究2 2 ○ ○ 職

203 教職ゼミⅠ 2 ○ ○ ○

204 教職ゼミⅡ 2 ○ ○

205 書道1 2 ○ ○ ○ 科

206 書道2 2 ○ ○ ○ 科

教職課程に関する規
程第3条第4項第8号に
定める科目

「文化人類学」を修得した場合は、「文化人類学（新）」を履修す

「国語科教育研究１」を修得した場合は、「国語科教育研究１
（新）」を履修することはできない。

選
択

講
義

「英文学概論１」を修得した場合は、「英文学概論」を履修するこ
とはできない。

「国語科教育研究２」を修得した場合は、「国語科教育研究２
（新）」を履修することはできない。

「米文学概論１」を修得した場合は、「米文学概論」を履修するこ
とはできない。

「英語音声学１」を修得した場合は、「英語学概説１」を履修する
ことはできない。

「英語音声学２」を修得した場合は、「英語学概説２」を履修する
ことはできない。

自
由

講
義


